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タイトル 
議会運営の効率と視認性を高めるため 

タブレット端末と議場大型スクリーンを導入 

Ｗｈｅｎ 

（いつ） 

Ｗｈｅｒｅ 

（どこで） 

Ｗｈｏ 

（だれが） 

秦野市議会では、議会改革の一

環として平成２８年６月に全議員

にタブレット端末を配付するとと

もに、７月には議場に１５０イン

チの大型スクリーンを設置しまし

た。 

Ｗｈａｔ 

（なにを） 

Ｈｏｗ 

（どのように） 

Ｗｈｙ 

（なぜ） 

タブレット端末を導入することにより、議員と同時期にタブレッ

ト端末を導入した執行部との情報共有を迅速化し、議会運営の効率

化を図ります。 

また、スクリーンを導入することにより、傍聴者とインターネッ

ト視聴者が、議員等が提示する図形やグラフなどを大きな画面で見

ることができ、内容をより分かりやすく伝えることができるように

なります。 

Ｈｏｗｍｕｃｈ 

（予算） 

タブレット端末 

総額６，２７１，５１２円、1台あたり月額約４，４００円 

２年間契約（平成２８年６月１日から３０年５月３１日まで） 

議会３０台（議員２４台、事務局６台）、執行部３０台 

大型スクリーン（総額１，１７２，９６６円） 

スクリーン６９２，３６６円、プロジェクター４８０，６００円 

過去の実績 

タブレット端末の導入は、逗子市、南足柄市、寒川町に次いで県

内４番目、議場スクリーンとタブレット端末の連動は、全国的にも

珍しく、県内では初めてです。 

今後の取り組み 
 議会や議員を身近に感じられるように、今後も引き続き、開かれ

た分かりやすい議会を目指します。 

問い合わせ 
議会事務局議会総務担当 担当：川﨑 
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